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わが社では毎年12月、大阪・東京の社員全員参加で社員総会を
行っています。今年は12月 7 日（土）にハートンホテル北梅田
にて開催いたしました。昨年に引き続き今回もグループ企業で
ある DAI プランニングのメンバー13名も参加し、2019年の締
めにふさわしい、とても有意義な総会となりました。
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70名の双方向通信
年末社員総会のご報告

第一部は、「チームビルディング」をテーマにワークショップを
行いました。今年は「スマイルコミュニケーションオフィス」代
表の広瀬義浩氏を講師にお招きし、マシュマロチャレンジという
ゲームを使ってグループワークを体験しました。このマシュマロチャ
レンジは、チームビルディングを学ぶための有名なゲームのようで、
限られた量のスパゲッティの乾麺、紐、テープ、マシュマロを使い、
制限時間内にいかに高い塔をチームで建てられるかを競うという
ものですが、このゲームにはいくつかルールがあります。

◦制限時間は18分。
◦塔の頂点にはマシュマロを設置しなければならない。
◦塔は自立していなければならない。
◦与えられた道具のみを使って塔を作らなければならない。
早速、私たちもこのマシュマロチャレンジに挑戦しました。遊

文舎・DAI プランニングのメンバーの組み合わせで13チームに分
かれ、どのチームも様々なアイディアを出し合い、協力して塔を
建てていきました。非常にシンプルなこのゲームですが、なかな
か奥が深く難しい。結果、自立した塔を建てられたチームはたっ
たの 4 チームだけでした。因みに私のチームは、ハイリスクに高
さだけを求め、安定感が全くなく 1 秒ももたずあっけなく敗退で
した（泣）。

ゲーム後は各チームで自分自身がどのようにチームに影響を与
えたのか、チームメンバーとどのように関わったのか、またどう
すればより良い結果を出す事ができたのかなど、「ふりかえり」
を行いました。メンバー全員が共通の目的に向かって協力する為
には役割分担や時間配分が大切であること、失敗を恐れずまずは
行動し失敗を生かすことなど、仕事にも通じることが多くあり、
チームワークの大切さを再認識する良い機会となりました。

ワークショップの後は、健康経営の一環として健康セミナーを
行いました。遊文舎では、より良い職場環境の構築を目指し、ワー
クライフバランスを整え健康で働きやすい職場環境作りにより一

層取り組むため、健康経営を推進しています。
今年は、「さくらなんば整体院」の猪田英吾先生にセミナーを

行っていただき、健康的なデスクワークの向き合い方についての
正しい知識と、オフィスでもできる簡単ストレッチを教えていた
だきました。

そして総会終了後はお楽しみの懇親会。パートさんや協力会社
の方々も合流し、社長自らマイクを持って、まずは今年入社の新
入社員紹介からスタート！　少々緊張気味の新入社員のみなさん
のひとこと挨拶に続いて、勤続 5 年の節目ごとに最長25年という
大先輩社員の方々の永年勤続表彰も行われました。

そして懇親会の中盤からはお待ちかねのビンゴ大会、「会長 
presents じゃんけん大会」などなど、日頃話すことのない人と
も和気あいあいと懇親を深めることができ、明日からの鋭気を養
うことができました。これから繁忙期に入りますが、社員一丸と
なって乗り切っていきたいと思います！� （営業推進　 ）
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①②マシュマロ
　チャレンジ
③簡単ストレッチ
④ 7 人の新入社員



▪今月の紙▪ サテン金藤
菊判／62.5kg

◦ 編 集 後 記 ◦
今号では「ActiBook One」のご紹介をさせていただきました。お客様のお役に立てればと2019年も遊文舎では新しいサービ

スをどんどん取り入れてまいりました。今回はまだ始まったばかりのサービスですが、印刷会社ならではの視点でお力になれた
らとおもっております。そんな2019年ももう終わりですね。今年も早かったなと飽きずに毎年思います。忘年会はもうお済みで
すか？私はこれからまだございます（笑）これからの年末年始飲みすぎには皆さまもお気をつけください。本年も大変お世話に
なりました。2020年も引き続きこの『遊文通信』をご愛読いただけましたら幸いです！� （まるめがね）

電子ブック作成がこんなに簡単に！！

遊文舎の新サービス

　　　　　　　　とは？
この度遊文舎では、スターティアラボ社と電子ブック作

成サービス「ActiBook One」のライセンス契約を締結し
ました。

弊社では電子ブックは決して「紙媒体を不要にする」ツー
ルなどではなく、紙媒体の弱点を補い、発行者と読者をよ
り幸せにするツールだと思っております。例えば、紙で手
に入れたフリーマガジンのバックナンバーを電子で楽しく
閲覧できたり、気になる商品のカタログを持ち帰ったとき
に、関連商品を電子ですぐに見ることができたり。紙媒体
の得意分野と Web 媒体の得意分野をかけあわせ、著者と
読者がより深く、より気軽に繋がるツールであるべきだと
考えています。

そこで今回はその電子ブック作成サービス「ActiBook 
One」でできることを簡単に紹介したいと思います。

Ⅰ　PC・スマホの閲覧性の向上
─ �PDFデータをクラウド上のシステムに投げ込む

だけで簡単に電子ブックが作成、配信
弊社で作成した印刷用のデータはもちろん、お客様が作

られたデータでも PDF があれば簡単に作成でき、どの端
末でもブラウザ上で簡単に閲覧可能（専用アプリもあり）
です。公開は弊社で専用サーバーをご用意しておりますの
で、それを使用いただくこともできますし、デジタルブッ
クデータを納品させていただき、お客様のホームページで
公開することも可能です。

Ⅱ　電子ブック作成の効率化・コスト削減
─�リンク・動画・音声など様々なコンテンツを埋め
込み可能

例えばカタログであれば紹介している商品をそのまま EC
サイトに飛ばしたり、文章や写真で伝わりにくいような内

容を動画紹介できたりと、紙媒体や単なる PDF では表現
できないデジタルブックが作成可能です。

Ⅲ　ログデータ分析から顧客への提案
─コンテンツごとのアクセスログが一目瞭然
「ActiBook One」の一番の特長として挙げられるのが、

このログ管理です。デジタルブックのどのページがどれだ
け見られているのか、どのような導線からコンテンツに辿
り着いたのか、ブック内検索ワードの順位、リンク参照数
など様々なログを取ることが可能です。それらを分析し、
次回コンテンツ作成時にご提案させていただきます。

以上、簡単な説明ではありましたが、気軽に作成可能で
すので、より良いデジタルブックのコンテンツを是非遊文
舎と一緒に作りましょう。� （企画営業部　 ）

抜群の力を発揮するアクセスログ管理


